
令和６年度 働く世代のスポーツ活動支援事業費補助金

◆対象者

・県内に事業所を置く企業または団体 ・総合型地域スポーツクラブ

◆対象事業

働く世代のスポーツ機会の創出を目的とした新たな事業
（なお、会員制スポーツクラブ等が参加費を徴収して事業を行う場合は、運動習慣のない人が新たにスポーツ活動を始めるための取組を実施すること）

（例）・従業員が休憩時間を活用して実施する、職場でのスポーツ活動

・働く世代が参加しやすい時間帯に行う、定期的なスポーツ大会、教室等のイベントの実施

・託児付きスポーツ教室や親子参加型スポーツ交流会等の開催

☆１日限りのイベントや２～３回限定で開催されるスポーツ教室等も対象となります。

◆対象経費（下限５万円）

・講師（県スポーツリーダーバンク登録指導者等）及び託児保育士謝金 ・会場使用料及び賃借料

・イベント宣伝用チラシ作成費 ・スポーツ用具賃借料 ・広告費

・消耗品費（10万円未満の物品） ←今年度より追加しました。

◆補助率等（交付額は千円未満切捨て）

・補助率上限１／２（交付額上限３０万円／事業者）
※予算の範囲内で補助金を交付する。 ※申請事業者数及び申請額の合計により補助率を決定する。

◆令和６年度の募集について

１次募集実施済 2次募集提出期限：令和６年９月30日（月）

関係書類は本ページ内に掲載しておりますので、ダウンロードして御活用ください。

補助金概要

特定非営利活動法人つくばフットボールクラブ

●ミニサッカー
親子のふれあいやリラクセーションを取り入れ、体を動かすことの楽しさ

を体感してもらう。人工芝の使用や有資格者による指導等、安全にも配慮。

●ヨガ教室＆ミニサッカー
子供はサッカー、保護者はヨガを実施。場を切り離し、運動に集中できる

環境を用意した。 ★講師招へい、チラシ作成などに補助を活用

特定非営利活動法人ひたちみなみスポーツクラブ

●夜の背骨コンディショニング教室
背骨コンディショニングで体をリフレッシュ。
仕事帰りの方や夕方の家事が終わった方向けに実施。
★講師招へい、ポスター作成などに補助を活用

令和５年度 取組事例

茨城県県民生活環境部スポーツ推進課 TEL: 029-301-2846 Email: spsui1@pref.ibaraki.lg.jp

毎日忙しいあなたの運動習慣をサポートします！

「仕事」、「家事」、「育児」・・・日ごろから忙しい働く世代の皆さんに積極的にスポーツに
取り組んでいただくため、茨城県では、企業やスポーツ・レクリエーション関連団体が行う
スポーツ活動やイベントについて、経費の面から支援しています。
ぜひご活用ください！

講師招へいの際は、ぜひ 「県スポーツリーダーバンク」 をご活用ください！

「Spoiba（スポイバ）」 で検索 →  「スポーツ指導者検索」 から依頼が可能です。
※指導者都合により、ご依頼を受けられない場合がございますのでご了承ください。


